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小
河
原
　
浩
和

　
土
地
開
発
公
社
の
件
に
つ
い
て
は
、

契
約
に
つ
い
て
一
部
に
事
務
処
理
の
ミ

ス
が
あ
り
、
公
社
も
そ
れ
を
認
め
再
三

に
わ
た
り
謝
罪
し
て
い
る
。
ま
た
、
申

請
書
類
の
市
長
名
の
誤
り
は
、
す
で
に

市
長
お
よ
び
副
市
長
が
処
分
を
受
け
、

補
助
金
団
体
に
お
い
て
も
十
年
分
の
補

助
金
の
返
還
を
行
っ
て
い
る
。
執
行
部

側
も
今
後
の
適
正
な
執
行
と
改
善
を
す

る
と
説
明
を
し
て
お
り
、
ま
た
、
議
長

か
ら
も
厳
重
注
意
が
な
さ
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
今
後
は
適
正
に
処
理
さ
れ
る

こ
と
と
思
い
、
反
対
の
意
を
表
す
る
。

宮
杉
　
勝
男

　
１
点
目
に
何
度
か
ミ
ス
が
あ
っ
た
こ

と
に
対
し
て
、
そ
の
対
策
等
、
適
正
に

処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
２
点
目
に
総

務
常
任
委
員
会
の
討
論
に
て
、
同
様
の

申
し
入
れ
が
あ
り
、
反
論
な
く
行
政
側

が
受
け
入
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
こ
と
。

３
点
目
に
議
長
よ
り
議
会
運
営
委
員
会

に
お
い
て
、
職
員
の
責
任
や
組
織
の
あ

り
方
を
よ
く
考
え
る
よ
う
強
く
申
し
入

れ
が
あ
り
、
反
論
な
く
行
政
側
が
受
け

入
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
こ
と
。
こ
れ

ら
の
理
由
に
よ
り
、
今
後
適
正
な
行
政

事
務
執
行
が
出
来
る
よ
う
改
善
さ
れ
る

も
の
と
判
断
し
、
反
対
す
る
も
の
で
す
。

　
第
６
次
幸
手
市
総
合
振
興
計
画
を
策

定
す
る
に
あ
た
り
第
５
次
の
成
果
と
教

訓
に
つ
い
て
、
ま
た
、
前
期
基
本
計
画

の
財
源
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答
　
弁

　
第
５
次
幸
手
市
総
合
振
興
計
画
の
後

期
基
本
計
画
の
平
成
30
年
４
月
時
点
で

の
指
標
の
う
ち
、
目
標
値
を
達
成
す
る

見
込
み
の
も
の
が
54
件
、
目
標
値
を
達

成
で
き
な
い
、
前
年
度
よ
り
向
上
す
る

見
込
み
が
26
件
、
こ
れ
ら
合
計
は
80
件

で
、
全
指
標
の
74
・
１
％
で
す
。
ま
た
、

施
策
評
価
に
つ
い
て
は
、
50
施
策
の
う

ち
、
達
成
し
た
も
の
、
お
お
む
ね
達
成

し
た
と
す
る
施
策
が
47
件
で
、
全
体
の

94
％
に
相
当
で
す
。

　
前
期
基
本
計
画
は
個
別
の
事
業
の
財

源
ま
で
を
計
画
す
る
も
の
で
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。
議
決
後
に
策
定
す
る
実
施
計

画
に
お
い
て
、
財
源
に
つ
い
て
も
計
画

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
際
に
お

い
て
は
、
市
税
を
初
め
と
す
る
自
主
財

源
の
確
保
、
国
・
県
等
の
補
助
金
の
積

極
的
な
活
用
、
有
利
な
市
債
の
発
行
な

ど
の
財
源
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

平
成
30
年
12
月
定
例
会

本
会
議
議
案
質
疑
内
容

問
　
土
地
開
発
公
社
の
借
入
金
と
台
帳

の
確
認
方
法
は
。

答
　
無
利
子
貸
付
金
と
有
利
子
貸
付
金

の
二
本
立
て
で
管
理
し
て
い
る
。
確
認

に
つ
い
て
は
、
関
係
帳
簿
、
関
係
書
類

を
す
べ
て
つ
き
合
わ
せ
て
い
る
。

　
本
会
議
で
も
申
し
上
げ
た
と
お
り
、

大
変
不
本
意
な
事
務
処
理
を
し
て
し

ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
今
後
に
つ
い

て
は
、
資
料
に
添
付
す
る
な
り
、
購
入

金
額
、
購
入
日
時
等
を
示
し
た
も
の
を

添
付
す
る
よ
う
な
か
た
ち
で
、
改
善
を

し
て
い
き
た
い
。

問
　
土
地
開
発
公
社
所
有
地
購
入
費
の

財
源
を
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
で

充
て
る
理
由
と
平
成
30
年
度
末
の
基
金

残
高
に
つ
い
て
。

答
　
今
回
の
予
算
計
上
が
急
遽
の
た
め
、

財
源
が
な
い
こ
と
か
ら
、
財
政
調
整
基

金
を
使
い
た
い
と
お
願
い
し
て
い
る
。

　
財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て
は
、
平
成

30
年
度
当
初
の
基
金
残
高
が
11
億
２
７

０
万
円
で
あ
っ
た
が
、
当
初
予
算
で
７

億
６
千
万
円
の
取
り
崩
し
を
計
上
し
、

９
月
に
３
億
５
千
万
円
積
み
増
し
し
て

い
る
の
で
、
今
回
の
７
１
８
３
万
９
千

円
の
取
り
崩
し
と
若
干
利
息
を
見
込
み
、

平
成
30
年
度
末
の
残
高
は
６
億
２
１
３

７
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

答
　
平
成
31
年
度
末
に
は
、
取
り
付
け

道
路
も
含
め
た
供
用
開
始
が
行
わ
れ
る
。

供
用
開
始
と
同
時
に
仮
橋
は
な
く
な
ら

な
い
の
で
、
そ
の
後
の
撤
去
費
用
も
含

め
て
、
債
務
負
担
行
為
の
期
間
を
平
成

32
年
度
ま
で
と
し
て
い
る
。

問
　
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
建
設
工
事
実

施
設
計
事
業
を
繰
越
明
許
に
し
た
理
由
。

答
　
当
初
、
自
由
通
路
・
東
口
の
階
段

下
を
建
設
予
定
地
と
し
て
二
百
数
十
万

円
を
計
上
し
た
。

　
そ
の
後
、
東
武
鉄
道
と
の
協
議
を
し

て
い
く
中
で
、
交
番
裏
の
土
地
も
使
え

る
と
な
り
、
面
積
も
大
き
く
建
物
自
体

も
大
き
く
出
来
る
と
い
う
こ
と
で
、
今

回
の
設
計
を
増
額
し
た
。

　
予
算
措
置
が
12
月
で
、
発
注
が
１
月

以
降
に
な
る
た
め
、

年
度
内
に
完
了
し
な

い
こ
と
か
ら
繰
越
明

許
に
し
た
も
の
。

問
　
臨
時
職
員
賃
金
の
増
額
理
由
は
。

答
　
当
初
予
算
を
編
成
す
る
際
に
は
、

一
般
事
務
28
名
、
管
理
栄
養
士
１
名
、

保
育
士
１
名
の
合
計
30
名
で
３
５
３
９

万
１
千
円
の
予
算
化
を
し
た
。
９
月
ま

で
に
１
８
５
３
万
９
千
円
の
支
出
が
あ

り
現
在
36
名
を
雇
用
し
て
い
る
。

　
今
後
、
４
１
７
６
万
４
千
円
の
支
出

が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
そ
の
差
額
分
の

６
３
７
万
４
千
円
を
増
加
補
正
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
主
に
、
年
度
途
中
に
退
職
し
た
り
、

出
産
し
て
そ
の
ま
ま
育
児
休
業
に
入
っ

た
職
員
が
い
る
と
こ
ろ
、
事
務
処
理
が

一
時
的
に
増
え
た
と
こ
ろ
に
措
置
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
単
価
が
、
10
月
以
降
８
８
０

円
か
ら
９
０
０
円
に
上
が
っ
て
い
る
の

も
増
額
の
理
由
で
あ
る
。

問
　
古
川
橋
仮
橋
保
守
事
業
を
債
務
負

担
行
為
に
す
る
理
由
と
、
供
用
開
始
時

期
は
。

質
疑

　
４
件
の
指
定
管
理
に
つ
い
て
議
案
書

だ
け
で
、
会
社
の
名
前
と
か
そ
れ
は
出

て
い
ま
す
が
、
ど
う
い
う
経
過
で
ど
う

い
う
内
容
で
こ
れ
が
指
定
を
さ
れ
た
か

と
い
う
の
が
、
こ
の
議
案
書
だ
け
だ
と

分
か
ら
な
い
で
す
。

答
　
弁

　
議
案
第
99
号
お
よ
び
議
案
第
100
号
の

指
定
管
理
者
の
指
定
の
公
園
管
理
を
２

分
割
し
た
理
由
に
つ
い
て
ご
答
弁
申
し

上
げ
ま
す
。

　
現
在
の
公
園
の
指
定
管
理
に
つ
い
て

は
、
91
カ
所
を
１
つ
の
団
体
に
指
定
い

た
し
ま
し
て
管
理
運
営
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
平
成
28
年
度
に
議
員
各

位
に
お
示
し
い
た
し
ま
し
た
指
定
管
理

者
制
度
運
用
改
善
に
係
る
検
討
結
果
報

告
書
に
基
づ
き
ま
し
て
、
指
定
管
理
者

の
導
入
の
適
否
や
施
設
の
範
囲
に
つ
い

て
見
直
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
公
園
管
理
を
２
分
割
し
た
理
由
で
す

が
、
異
な
る
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る

こ
と
に
よ
り
、
複
数
の
指
定
管
理
者
に

よ
り
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、

よ
り
よ
い
管
理
運
営
と
な
る
よ
う
競
い

合
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
業
務
の
効
率

化
と
適
正
な
執
行
が
期
待
さ
れ
、
公
園

の
設
置
目
的
が
効
果
的
に
達
成
で
き
る

と
の
考
え
に
よ
る
も
の
で
す
。

平
成
30
年
度
幸
手
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
　
　
　 

（
議
案
第
103
号
）

答

答 答

答

問問

問

問問答

平
成
30
年
度
幸
手
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

             
（
議
案
第
107
号
）

総
務
常
任
委
員
会

答
　
弁

質
　
疑

　決議案第２号

適正な行政事務執行を求める決議
　今議会、平成29年度の決算承認済の市の土地開発
公社の市に対する西口区画整理事業用地の処分にお
いて、事務処理の誤りにより7100万円余の不足金が
判明し、急遽そのための補正予算を議決するに至っ
た。更には、近年、同一事業者の開発申請書の市長
名の誤りが、2年2回にわたり多くの関係者の決裁印
を押印されながら発見されないままに許可されたこ
と、長年にわたり不適切な補助金事務執行が続けら
れてきたこと、例月出納検査の数値の誤りなどと、
数々の事務執行上の問題が発生した。
　また、いずれもこれらは情報公開条例による公開
請求や、市議会の指摘により明らかになったもので
あって、事務決裁段階や市の内部調査によるもので
はない。
　このことは、市の行政事務には間違いはなく正し
いものと信頼されている市民の期待に背き、一体何
があるのだろうとの疑念を生ずるものであり、誠に
遺憾であり残念なことである。公務員としての自覚
と職責、組織としての統治力の欠如に起因するもの
と思わざるを得ない。
　よって、市民からの信頼確保のためにも、市民か
らの負託を受けた職員、市民全体の公務員としての
責任に鑑み、憲法、法律、条例、規則、規程を遵守し、
市民の福利増進のため、更なる研修、研鑽に努めら
れ、適正な行政事務執行が図られるよう求めるもの
である。
　以上、決議する。　　　

平成 30年 12月 21日
幸手市議会

幸手市議会会議規則第13条第１項の規程により決議案第２号
が提出され、幸手市議会として「賛成多数」で可決しました。

決議案第２号
適正な行政事務執行を求める決議を提出

決議案第２号
適正な行政事務執行を求める決議を提出

（
決
議
案
第
２
号
）

適
正
な
行
政
事
務
執
行
を
求
め
る

決
議
を
可
決

反
対
討
論

反
対
討
論

答
　
弁

質
　
疑
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問
　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
人
数

に
つ
い
て
。

答
　
平
成
30
年
４
月
末
の
被
保
険
者
数

が
、
１
万
４
１
３
７
人
で
し
た
が
、
10

月
末
で
１
万
３
６
６
６
人
と
４
７
１
人

減
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問
　
出
産
育
児
一
時
金
繰
入
金
の
減
額

理
由
に
つ
い
て
。

答
　
年
度
当
初
は
、
年
間
60
件
で
積
算

し
た
が
、
今
年
度
の
年
度
当
初
か
ら
の

見
込
み
が
28
件
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る

減
額
で
あ
る
。

問
　
第
１
号
被
保
険
者
保
険
料
過
誤
納

還
付
金
の
内
容
に
つ
い
て
。

答
　
死
亡
や
転
出
等
に
よ
り
、
払
い
過

ぎ
て
い
た
保
険
料
を
還
付
す
る
も
の
で

あ
る
。

倉
小
学
校
２
０
５
万
２
千
円
で
あ
る
。

問
　
幼
稚
園
費
臨
時
職
員
賃
金
の
増
額

理
由
に
つ
い
て
。

答
　
特
別
に
配
慮
を
要
す
る
園
児
が
本

年
４
月
に
入
園
し
た
た
め
、
対
応
す
る

臨
時
職
員
を
１
名
増
員
し
た
た
め
で
あ

る
。

問
　
公
民
館
費
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線

設
置
工
事
の
内
容
に
つ
い
て
。

答
　
公
民
館
５
館
の
予
約
を
現
在
、
市

民
文
化
体
育
館
等
の
施
設
で
行
っ
て
い

る
予
約
管
理
シ
ス
テ
ム
に
接
続
す
る
た

め
の
回
線
工
事
で
あ
る
。

問
　
デ
マ
ン
ド
交
通
運
行
管
理
業
務
委

託
料
の
減
額
理
由
に
つ
い
て
。

答
　
デ
マ
ン
ド
交
通
運
行
管
理
業
務
委

託
料
の
契
約
に
お
い
て
、
国
の
補
助
金

と
利
用
料
金
の
収
入
が
あ
っ
た
場
合
、

委
託
料
か
ら
差
引
く
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
ま
た
、
国
の
補
助
金
が

確
定
し
た
こ
と
か
ら
減
額
と
な
っ
た
。

問
　
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
建
設
工
事
実

施
設
計
業
務
委
託
料
に
つ
い
て
。

答
　
当
初
予
算
で
は
幸
手
駅
東
口
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
下
で
設
計
し
ま
し
た
が
、

東
武
鉄
道
よ
り
土
地
を
借
用
し
て
設
計

を
組
む
た
め
に
、
不
足
分
を
補
正
す
る

も
の
で
あ
る
。

問
　
学
校
施
設
ブ
ロ
ッ
ク
塀
安
全
対
策

工
事
の
、
学
校
別
の
予
算
に
つ
い
て
。

答
　
上
高
野
小
学
校
１
６
２
万
円
・
長

問
　
今
回
の
指
定
管
理
者
の
応
募
数
は

い
く
つ
の
団
体
か
。

答
　
現
場
説
明
会
に
参
加
し
た
の
は
４

団
体
だ
が
、
応
募
は
１
団
体
で
あ
る
。

問
　
指
定
管
理
料
の
上
限
額
が
、
前
回

よ
り
減
額
と
な
っ
て
い
る
要
因
に
つ
い

て
。

答
　
指
定
管
理
者
の
自
主
事
業
に
よ
る

収
入
増
と
、
管
理
費
等
の
見
直
し
に
よ

り
指
定
管
理
料
の
上
限
額
が
前
回
よ
り

減
額
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

平
成
30
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
　   

　（
第
４
号
）

                   （
議
案
第
103
号
）

平
成
30
年
度
幸
手
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）    

（
議
案
第
104
号
）

平
成
30
年
度
幸
手
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）      

（
議
案
第
105
号
）

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

問問 答

問答

問答

問答問答問答

問答

問答問答

答

アスカル幸手

問
　
農
地
費
の
負
担
金
の
増
額
ま
た
減

額
の
理
由
は
。

答
　
県
営
事
業
の
各
市
町
・
土
地
改
良

区
等
の
負
担
金
が
確
定
し
た
た
め
、
予

算
額
を
合
わ
せ
る
た
め
に
今
回
増
額
お

よ
び
減
額
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
　
物
件
移
転
補
償
費
に
関
し
、
現
在

ま
で
の
移
転
対
象
物
件
数
と
移
転
契
約

戸
数
は
。

答
　
要
移
転
戸
数
が
121
件
で
、
移
転
率

は
46
・
２
％
で
あ
る
。
一
部
、
ブ
ロ
ッ

ク
塀
や
カ
ー
ポ
ー
ト
・
浄
化
槽
等
だ
け

の
対
象
と
な
る
方
も
い
る
。
ま
た
全
面

的
に
立
て
直
す
方
は
、
現
在
２
件
が
、

も
う
す
ぐ
建
て
終
わ
り
、
住
み
始
め
ら

れ
る
状
況
で
あ
る
。
移
転
契
約
戸
数
は

そ
の
建
物
と
同
じ
位
置
で
の
補
償
を
除

い
た
郊
外
移
転
が
平
成
27
年
度
は
３
件
、

平
成
28
年
度
は
４
件
、
平
成
29
年
度
は

５
件
で
合
計
12
件
で
あ
る
。

　
　
幸
手
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業

特
別
会
計
繰
出
金
の
減
額
理
由
は
。

答
　
事
業
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
は
な

く
、事
業
が
確
定
し
た
結
果
、例
え
ば
入

札
の
執
行
残
や
調
整
し
て
補
償
額
が
確

定
し
た
こ
と
に
よ
る
減
額
補
正
で
あ
る
。

問
　
住
宅
管
理
費
の
修
繕
料
の
内
容
や

市
営
住
宅
の
空
き
状
況
、募
集
時
期
は
。

答
　
中
３
丁
目
の
市
営
住
宅
の
空
室
の

修
繕
費
２
戸
分
で
、内
部
の
壁
や
天
井
、

建
具
等
の
塗
装
工
事
、
床
の
改
修
、
電

気
設
備
、
台
所
設
備
、
浴
室
設
備
な
ど

の
修
繕
で
あ
る
。

　
空
き
状
況
は
、
12
月
当
初
で
８
戸
で

あ
る
が
、
募
集
に
つ
い
て
は
今
回
の
修

繕
２
戸
を
含
む
計
３
戸
に
つ
い
て
平
成

31
年
２
月
の
当
初
か
ら
20
日
間
程
度
を

考
え
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
５
月
７
日
に
庁
議
で
同
事

項
に
つ
い
て
決
定
し
、
５
月
25
日
に
議

員
全
員
協
議
会
に
て
「
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て
」
の
枠
組
み
に
つ
い
て

報
告
を
し
た
。

　
こ
の
選
考
に
あ
た
っ
て
は
、
外
部
委

員
２
人
を
含
め
た
８
人
に
よ
る
指
定
管

理
者
検
討
委
員
会
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
審
査
を
行
い
、
第
１
位
と
な
っ
た

団
体
を
今
回
議
案
で
上
程
し
た
。

問
　
勤
労
福
祉
会
館
の
公
共
予
約
シ
ス

テ
ム
の
設
置
に
至
っ
た
経
緯
は
。

答
　
政
策
課
が
中
心
と
な
っ
て
、
全
庁

的
に
統
一
す
る
方
向
で
検
討
に
入
り
、

各
施
設
の
状
況
や
事
情
、
例
え
ば
、
電

話
回
線
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
等
が

付
設
さ
れ
て
い
る
施
設
な
の
か
も
含

め
、
係
る
対
象
の
施
設
と
協
議
を
行
っ
た

結
果
、
同
時
に
進
め
る
こ
と
に
な
り
、

今
回
の
議
案
の
上
程
に
至
っ
た
。

問
　
審
査
対
象
と
な
る
事
務
の
内
容
は
。

答
　
今
回
の
建
築
基
準
法
第
43
条
の
認

定
事
務
に
つ
い
て
は
、
同
法
の
道
路
に

該
当
し
な
い
４
メ
ー
ト
ル
以
上
の
道
に

２
メ
ー
ト
ル
以
上
敷
地
が
接
す
る
こ
と

が
基
準
と
な
っ
て
お
り
、
４
メ
ー
ト
ル

以
上
の
道
の
状
況
や
２
メ
ー
ト
ル
以
上

接
道
が
あ
る
か
、
ま
た
、
そ
の
敷
地
に

対
し
て
、
安
全
上
、
避
難
上
と
い
っ
た

部
分
で
審
査
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
　
議
案
の
上
程
ま
で
の
経
緯
は
。

答
　
本
年
４
月
25
日
に
政
策
会
議
で
、

他
の
指
定
管
理
者
も
含
め
、
平
成
31
年

度
以
降
の
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の

管
理
運
営
に
つ
い
て
諮
っ
た
。
そ
の
中

で
、
公
の
施
設
の
枠
組
み
、
指
定
期
間
、

候
補
者
の
公
募
の
有
無
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
協
議
を
し
た
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

問答問答

平
成
30
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
　
　（
第
４
号
）

　
　
　
　
　（
議
案
第
103
号
）

答 問

答

問

問答 問

答問答

幸
手
市
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　（
議
案
第
96
号
）

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　（
議
案
第
99
号
）

平
成
30
年
度
幸
手
市
幸
手
駅

西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　（
第
２
号
）

　
　
　
　
　（
議
案
第
106
号
）

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　
　      
（
議
案
第
102
号
）

市営住宅

上高野小学校ブロック塀
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問
　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
人
数

に
つ
い
て
。

答
　
平
成
30
年
４
月
末
の
被
保
険
者
数

が
、
１
万
４
１
３
７
人
で
し
た
が
、
10

月
末
で
１
万
３
６
６
６
人
と
４
７
１
人

減
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問
　
出
産
育
児
一
時
金
繰
入
金
の
減
額

理
由
に
つ
い
て
。

答
　
年
度
当
初
は
、
年
間
60
件
で
積
算

し
た
が
、
今
年
度
の
年
度
当
初
か
ら
の

見
込
み
が
28
件
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る

減
額
で
あ
る
。

問
　
第
１
号
被
保
険
者
保
険
料
過
誤
納

還
付
金
の
内
容
に
つ
い
て
。

答
　
死
亡
や
転
出
等
に
よ
り
、
払
い
過

ぎ
て
い
た
保
険
料
を
還
付
す
る
も
の
で

あ
る
。

倉
小
学
校
２
０
５
万
２
千
円
で
あ
る
。

問
　
幼
稚
園
費
臨
時
職
員
賃
金
の
増
額

理
由
に
つ
い
て
。

答
　
特
別
に
配
慮
を
要
す
る
園
児
が
本

年
４
月
に
入
園
し
た
た
め
、
対
応
す
る

臨
時
職
員
を
１
名
増
員
し
た
た
め
で
あ

る
。

問
　
公
民
館
費
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線

設
置
工
事
の
内
容
に
つ
い
て
。

答
　
公
民
館
５
館
の
予
約
を
現
在
、
市

民
文
化
体
育
館
等
の
施
設
で
行
っ
て
い

る
予
約
管
理
シ
ス
テ
ム
に
接
続
す
る
た

め
の
回
線
工
事
で
あ
る
。

問
　
デ
マ
ン
ド
交
通
運
行
管
理
業
務
委

託
料
の
減
額
理
由
に
つ
い
て
。

答
　
デ
マ
ン
ド
交
通
運
行
管
理
業
務
委

託
料
の
契
約
に
お
い
て
、
国
の
補
助
金

と
利
用
料
金
の
収
入
が
あ
っ
た
場
合
、

委
託
料
か
ら
差
引
く
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
ま
た
、
国
の
補
助
金
が

確
定
し
た
こ
と
か
ら
減
額
と
な
っ
た
。

問
　
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
建
設
工
事
実

施
設
計
業
務
委
託
料
に
つ
い
て
。

答
　
当
初
予
算
で
は
幸
手
駅
東
口
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
下
で
設
計
し
ま
し
た
が
、

東
武
鉄
道
よ
り
土
地
を
借
用
し
て
設
計

を
組
む
た
め
に
、
不
足
分
を
補
正
す
る

も
の
で
あ
る
。

問
　
学
校
施
設
ブ
ロ
ッ
ク
塀
安
全
対
策

工
事
の
、
学
校
別
の
予
算
に
つ
い
て
。

答
　
上
高
野
小
学
校
１
６
２
万
円
・
長

問
　
今
回
の
指
定
管
理
者
の
応
募
数
は

い
く
つ
の
団
体
か
。

答
　
現
場
説
明
会
に
参
加
し
た
の
は
４

団
体
だ
が
、
応
募
は
１
団
体
で
あ
る
。

問
　
指
定
管
理
料
の
上
限
額
が
、
前
回

よ
り
減
額
と
な
っ
て
い
る
要
因
に
つ
い

て
。

答
　
指
定
管
理
者
の
自
主
事
業
に
よ
る

収
入
増
と
、
管
理
費
等
の
見
直
し
に
よ

り
指
定
管
理
料
の
上
限
額
が
前
回
よ
り

減
額
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

平
成
30
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
　   

　（
第
４
号
）

                   （
議
案
第
103
号
）

平
成
30
年
度
幸
手
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）    

（
議
案
第
104
号
）

平
成
30
年
度
幸
手
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）      

（
議
案
第
105
号
）

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

問問 答

問答

問答

問答問答問答

問答

問答問答

答

アスカル幸手

問
　
農
地
費
の
負
担
金
の
増
額
ま
た
減

額
の
理
由
は
。

答
　
県
営
事
業
の
各
市
町
・
土
地
改
良

区
等
の
負
担
金
が
確
定
し
た
た
め
、
予

算
額
を
合
わ
せ
る
た
め
に
今
回
増
額
お

よ
び
減
額
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
　
物
件
移
転
補
償
費
に
関
し
、
現
在

ま
で
の
移
転
対
象
物
件
数
と
移
転
契
約

戸
数
は
。

答
　
要
移
転
戸
数
が
121
件
で
、
移
転
率

は
46
・
２
％
で
あ
る
。
一
部
、
ブ
ロ
ッ

ク
塀
や
カ
ー
ポ
ー
ト
・
浄
化
槽
等
だ
け

の
対
象
と
な
る
方
も
い
る
。
ま
た
全
面

的
に
立
て
直
す
方
は
、
現
在
２
件
が
、

も
う
す
ぐ
建
て
終
わ
り
、
住
み
始
め
ら

れ
る
状
況
で
あ
る
。
移
転
契
約
戸
数
は

そ
の
建
物
と
同
じ
位
置
で
の
補
償
を
除

い
た
郊
外
移
転
が
平
成
27
年
度
は
３
件
、

平
成
28
年
度
は
４
件
、
平
成
29
年
度
は

５
件
で
合
計
12
件
で
あ
る
。

　
　
幸
手
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業

特
別
会
計
繰
出
金
の
減
額
理
由
は
。

答
　
事
業
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
は
な

く
、事
業
が
確
定
し
た
結
果
、例
え
ば
入

札
の
執
行
残
や
調
整
し
て
補
償
額
が
確

定
し
た
こ
と
に
よ
る
減
額
補
正
で
あ
る
。

問
　
住
宅
管
理
費
の
修
繕
料
の
内
容
や

市
営
住
宅
の
空
き
状
況
、募
集
時
期
は
。

答
　
中
３
丁
目
の
市
営
住
宅
の
空
室
の

修
繕
費
２
戸
分
で
、内
部
の
壁
や
天
井
、

建
具
等
の
塗
装
工
事
、
床
の
改
修
、
電

気
設
備
、
台
所
設
備
、
浴
室
設
備
な
ど

の
修
繕
で
あ
る
。

　
空
き
状
況
は
、
12
月
当
初
で
８
戸
で

あ
る
が
、
募
集
に
つ
い
て
は
今
回
の
修

繕
２
戸
を
含
む
計
３
戸
に
つ
い
て
平
成

31
年
２
月
の
当
初
か
ら
20
日
間
程
度
を

考
え
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
５
月
７
日
に
庁
議
で
同
事

項
に
つ
い
て
決
定
し
、
５
月
25
日
に
議

員
全
員
協
議
会
に
て
「
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て
」
の
枠
組
み
に
つ
い
て

報
告
を
し
た
。

　
こ
の
選
考
に
あ
た
っ
て
は
、
外
部
委

員
２
人
を
含
め
た
８
人
に
よ
る
指
定
管

理
者
検
討
委
員
会
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
審
査
を
行
い
、
第
１
位
と
な
っ
た

団
体
を
今
回
議
案
で
上
程
し
た
。

問
　
勤
労
福
祉
会
館
の
公
共
予
約
シ
ス

テ
ム
の
設
置
に
至
っ
た
経
緯
は
。

答
　
政
策
課
が
中
心
と
な
っ
て
、
全
庁

的
に
統
一
す
る
方
向
で
検
討
に
入
り
、

各
施
設
の
状
況
や
事
情
、
例
え
ば
、
電

話
回
線
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
等
が

付
設
さ
れ
て
い
る
施
設
な
の
か
も
含

め
、
係
る
対
象
の
施
設
と
協
議
を
行
っ
た

結
果
、
同
時
に
進
め
る
こ
と
に
な
り
、

今
回
の
議
案
の
上
程
に
至
っ
た
。

問
　
審
査
対
象
と
な
る
事
務
の
内
容
は
。

答
　
今
回
の
建
築
基
準
法
第
43
条
の
認

定
事
務
に
つ
い
て
は
、
同
法
の
道
路
に

該
当
し
な
い
４
メ
ー
ト
ル
以
上
の
道
に

２
メ
ー
ト
ル
以
上
敷
地
が
接
す
る
こ
と

が
基
準
と
な
っ
て
お
り
、
４
メ
ー
ト
ル

以
上
の
道
の
状
況
や
２
メ
ー
ト
ル
以
上

接
道
が
あ
る
か
、
ま
た
、
そ
の
敷
地
に

対
し
て
、
安
全
上
、
避
難
上
と
い
っ
た

部
分
で
審
査
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
　
議
案
の
上
程
ま
で
の
経
緯
は
。

答
　
本
年
４
月
25
日
に
政
策
会
議
で
、

他
の
指
定
管
理
者
も
含
め
、
平
成
31
年

度
以
降
の
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の

管
理
運
営
に
つ
い
て
諮
っ
た
。
そ
の
中

で
、
公
の
施
設
の
枠
組
み
、
指
定
期
間
、

候
補
者
の
公
募
の
有
無
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
協
議
を
し
た
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

問答問答

平
成
30
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
　
　（
第
４
号
）

　
　
　
　
　（
議
案
第
103
号
）

答 問

答

問

問答 問

答問答

幸
手
市
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　（
議
案
第
96
号
）

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　（
議
案
第
99
号
）

平
成
30
年
度
幸
手
市
幸
手
駅

西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　（
第
２
号
）

　
　
　
　
　（
議
案
第
106
号
）

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　
　      

（
議
案
第
102
号
）

市営住宅
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